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ること(タ ッチ;touch)は 欠かせず、それなしには看護 というものは成立

































看護職者は、19世 紀における近代看護の創始者 とされるナイチ ンゲール




としている。ナイチ ンゲールは、本来の看護(nursingproper)と 健康 を守













分の健康増進や病気からの回復(ま たは、安 らかな死)を はかろうとしてい
る個人を援助すること」であ り、「援助 はで きるだけ早 く個人が自己の自立
を得られる方法でなされるべ き」7)とした。また、看護ケアの構成要素のも











































と定義 され、その究極目標は 「すべての人々があらゆる生活舞台 一 労働 ・















生涯教 育的観 点からの看護におけ るタッチ に関する考察





























れ、2002年2月 現在124力 国(地 域)の 加盟協会による国際看護師協会(ICN;
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佛教大学教育学部学会紀要 第2号
IntemationalCouncilofNurses)は 、 「あ らゆ る ヘ ル ス ケ ア の 場 お よ び地 域 社
会 にお い て 、健 康 の増 進 、疾 病 の予 防、 お よ び身 体 的精 神 的 に健 康 で な い 、
あ る い は 障 害 の あ る、 あ らゆ る 年 齢 の 人 々 の た め に ケ ア を包 合 す る」ユ6)と看
護 の 定 義 に謳 っ て い る。
2.広 義 の看 護 一看 護職 者 に依 らな い、市井 での看 護 につ いて

























生涯教育的観点か らの看護 における タッチに関す る考察
これか らも伝えられるはずのものである。
その看護 とは、アメリカの文化人類学者 ミー ド(Mead,M.)が1956年 に




とつはこの 「思いや り、いたわ り」にあり、それはすべての人間が持ち、発
展 ・継承 してきた人間の重要な特性 といえよう。この 「看護二思いやり、い
たわり」の働 きは、①人間の住むあらゆる場所で、②すべての人間を生涯そ
の対象 として、③人間が、健康、疾病の状態いかんに関わらず、不断に営ま
れ、人類が より快適で健康な生 ・老 ・病 ・死を体験することができるよう互
いを援助 しあっているのである。






わ り」を内包 した人 と人 との不断の関わりを前提 して成 り立っていることを
確認してきた。それ らの看護のはたらきをどちらも包含する広義の看護にお
いて、上記3点 か ら、「人間」「生涯」がその主要な概念 として抽出でき、さ
らに 「住むあらゆる場所」「健康 ・疾病の状態にかかわらず」については、「生
活」に包含 されるものと考えられる。そこで、以上を 「人間」の 「生涯」に
わたる 「生活」への 「思いや り・いたわ り」を内包 したかかわりが、看護の
はたらきである、とまとめ、この項では、これをふまえて生涯教育と看護と
が どのように関わっているのかについて考察する。
1965年 、ユネスコ(UNESCO)の 第15回総会(1965)に おいてはじめて 「生











では、諸能力 とは何にあたるのか。 ここでは、思いや り、いたわ りという
「能力」をその諸能力のひとつであるとして考えよう。能力とは、三省堂大





などの相違により、様々な状況が描かれる。また 「思いや りのある子 に育て
る」 ということは、ひとつの教育の重要な目標でもある。そのため、「思い









示 しながら22)、この定義を 「人間」「発達」の2つ のアクセントにおいて説明
しようと試みている。「人間」では、真の教育過程は 「人間の要求、その希望、
事物 と人間の世間との問に人が維持 している生きた関係に全力を注 ぐ」23)も
のとされ、その人間が生涯にわたって存在するものであるところに、「発達」
が意義づけられる。看護iは、その 「人間」の 「発達」に深 く根ざすものであ
る。よりよく成長しようとする子 どもとその家族を支え、うるおいのある人
244






センスである 「思いや り、いたわり」は、生老病死 という生涯にかかわる 「あ
らゆる種類の生活上の経験」において駆使される 「諸能力」のひとつであ り、




4.生 涯 教 育 と し て の 看 護 の 観 点 か ら の タ ッ チ に つ い て
1)生 涯 教 育 と して の 看 護 に不 可 欠な 技
で は、 本 論 冒頭 にお い て 、 筆者 が看 護 に必 要 不 可 欠 だ と した タ ッチ とは、
生 涯 教 育 にお い て どの よ う な もの と考 え られ るだ ろ う。
タ ッチ(touch)に は い くつ か の意 味 が あ り、 そ の 中 に は 「harm;害 す る」
「disturb;か き乱 す 」 な ど も含 ま れ24)、必 ず し も肯 定 的 な意 味 合 い だ け に 使
用 され ない 。 また 良 か れ と思 っ た タ ッチ が 、 相 手 に とっ て不 愉 快 な タ ッチ 、
不 安 に な る タ ッチ で あ る こ とな ど望 ま ない 結 果 を招 くこ と もあ れ ば、 な にげ
な い タ ッチ に感 動 が 走 る こ と もあ る。 こ こで は まず 、看 護 と しての タ ッチ と
は ど の よ う な もの か 、 「ケ ア」 の 意 味 を探 りつ つ 明 ら か に す る こ とを 試 み よ
う と思 う。 そ の上 で 、生 涯 教 育 の 「真 の教 育 過 程 」に か か わ る 「人 間」の 「発
達 」 に とっ て、 タ ッチ とは どの よ うな 事 で あ る の か を考 え た い。
こ こ まで、 ミー ドの述 べ た 「思 い や り、い た わ り」に依 って 進 め て きたが 、・
こ の こ と は、 ケ ア(care)に つ い て の 理 論 的 探 究 に 結 び つ く。 メ イ ヤ ロ フ
(Mayeroff,M.)は 「ケ ア の 本 質 」 の な か で 、 ケ ア とは 、 相 手 を 思 い や り、
成 長 をたす け る行 為 と し、 最 も深 い 意 味 で、 そ の人 が 成 長 し、 自己 実現 す る
こ と を助 け る こ とを 、 「一 人 の 人格 をケ アす る」 こ と と した25)。看 護 にお い
















そ して 、 ヒ ュー マ ンケ ア は、 相 手 とひ とつ に な るあ りよ うが含 ま れ て い る
トラ ンス パ ー ソナ ル なケ ア 、 とい う関係 と密 接 にか か わ っ て い る た め、 看 護
の 道 徳 的 次 元 で の 理 想 で あ る とす る。 そ の 際 の ケ ア の技(ア ー ト;art)の
営 み とは、 人 に交 わ る こ と に よ り得 られ た フ ィー リ ング を 自分 の 中 に 呼 び 起
こ しな が ら、 動 作 、 タ ッチ(手 な どの 触 れ合 い)、 音 、 言 葉 、 色 、 形 あ る も
の を使 っ て、そ の フ ィー リ ング(感 情)を 伝 え 、も う一 人(患 者)も 同 じ フ ィー
リ ング を体 験 す る こ とに あ る29)。こ の よ うに ワ トソ ンにお い て 、 タ ッチ は、
動作 や音 、言 葉 、色 、形 あ る もの とい っ た も の と 同様 に 、看 護 にお け る ヒ ュ ー
マ ンケ ア の技 と して置 か れ てい る もの で あ る。
ラ ング ラ ンは 「人 間 の 肉体 は数 世 紀 間、 教 育 過 程 で第 一 に忘 れ られ る もの
で あ った し、 現 在 も変 わ ら な い。」30)こと を指 摘 し、 「身体 を知 悉 す る た め に
そ れ を知 る こ と、 そ の 表現 ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の力 を駆 使 す る こ と、 そ の
行 き過 ぎを抑 圧 す る こ と」31)、即 ち知 的 ・情 緒 的 な 面 との バ ラ ンス を と る こ
とに言 及 す る。 生 涯 教 育 に お い て、 肉体 の表 現 ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を
教 育 し、 発 展 させ る こ と も重 要 な ポ イ ン トとさ れ てい るの で あ る。
この 肉 体 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 に は様 々 な もの が 考 え られ る。 例 え ば
存 在 そ の もの 、 ボデ ィ ラ ンゲ ー ジ 、 さ らに街 頭 で のパ フ ォー マ ンス や舞 台 で
の表 現 芸 術 、 ス ポー ツ にい た る まで 幅広 く想 定 で きる。 そ の 中 で タ ッチ は直
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その弱い、見知 らぬ、苦 しむ人々へさしのべ、抱 く手 として表現されること
が了解できる。







ピリチュアル」 とされることも多い。この成 り行きが どうなるかは定かでは
ないが、21世紀 を目前 とした時点で、人間のスピリチュアリティがその肉体























にかけてである。90年 代後半に入って研究の数は増え、乳幼児期 をは じめと
して様々な年代を対象 としている様子であるが、まだ数が少なく、医学 ・歯
学 ・看護学など医療系の雑誌に掲載されたものを集積 した文献検索システム
である医学中央雑誌のCD-ROM版(2000年10月 検索)で は、1994年 度か ら
2000年 度にかけて、原著論文、解説、会議録などあわせて71件であった。こ
248
生涯教育的観点か らの看護 における タッチに関す る考察
れについては、稿をあらためて研究の現況を概説する予定であるが、本稿で
は、生涯のどの時期にもタッチが関連 していることを追ってみる。
nurseか ら派生 したnursing(看 護…)は元々、語意の面から、乳母や保母を
指す。乳幼児を健やかに育てるその人は、看護者なのである。動詞では、「看
護する」のほかに 「乳をやる」「大事に育てる」「細心の注意を払 う」「注意 して
大事に扱う」を意味するように39)、乳幼児が健やかに育つための保育と深 く
関連 してお り、乳幼児期の健康な成長発達と看護の関わりは深い。アタッチ




















また、母親(や 周囲の人)の 子どもへのアタッチメント(マ ターナル ・ア













不快、安心 一不安、満足一不足の繰 り返 しが独 自の成長発達過程を形成する。





た遠 くのものをさわ りたくて這ったり伝い歩き、歩 くことを覚え、全身で喜
ぶ。声をだし、涎を思いっきり流 しなが ら表現する。タッチはそれだけで存
在するのでな く、様々な感覚を総合 しつつ用いられ、体験 される。
時に、痛みも覚える。ぶつかったり転げ落ちたり、ぶたれることもある。






















































生活の一部(た だ し、非日常的な)で ある。 しか し最も人の助けが欲 しいこ
のような場面において、その人は一・人取 り残され、苦痛に耐えることへの挑
戦を強い られることがある。人間は、 どのような場にも肉体だけを切 り離 し
ておくことはない。常に同時に心 ・魂を携え、全体性 をもって存在する。肉








強いタッチは、「しつけ」 として親から子へ、教師から園児 ・児童 ・生徒 ら




























看 護 につ い て 、 看 護 職者 のお こ な う看 護 と、市 井 で 不 断 にお こな わ れ て い
る看 護 と を関 連 づ け 、 ミー ドの 「思 い や り、 い た わ り」 を手 が か りと しなが
ら、 生 涯 教 育 を 「真 の教 育過 程 」 とす る ラ ング ラ ンの い う 「人 間 」「発 達」 の
中 に織 り込 み 、 思 い や り、 い た わ りの 具 現 と して の タ ッチ を、 生 涯 教 育 の過
程 で人 間が 相 互 に成 長 しあ う過 程 で 必 要 不 可 欠 な は た ら き、 学 ぶ 意 義 の あ る
もの と して考 察 した 。
看 護 学 者 で 、 ヒー リ ン グ(癒 し)タ ッチ の ひ とつ で あ る セ ラ ピ ュー テ ィ ッ
ク タ ッチ(TT;TherapeuticTouch)の 開発 ・研 究 ・教 育 ・実践 者 で あ る ク リー
ガ ー(Kriger,D.)は 、看 護 専 門 職者 以 外 へ のTTの 教 育 も惜 しま ない 。また ヒー
リー(癒 さ れ る 人)は そ の 体 験 を通 しヒ ー ラ ー(癒 し人)と な る と述 べ て い
る49)。TTは 、 エ ネ ル ギ ー体 へ の タ ッチ とい う、 気 功 に 似 た タ ッチ の特 殊 な
一 形 態 で あ る が 、 こ こ で展 開 した 通常 の タ ッチ で も、 同様 の こ と 一 ヒー リー
か ら体 験 を とお して ヒー ラ ー と な る過程 一に注 目す る必 要 が あ ろ う。 タ ッチ












年3月)の 一部に加筆修正 した。主査 ・田中圭治郎教授をはじめ、諸先生方
にご指導をいただきましたことに深謝いたします。
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